
「働く世代」のがんが増えています。 

 

がん患者のおよそ4割が現役世代です。 

近年、がん医療は進歩しています。 

早期のがんであれば治る可能性は高く、 

   正しい情報提供や相談支援を受けることが重要です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用参考）厚生労働省保険局 令和７年９月１８日第１９７回社会保障審議会医療保険部会資料１⁻２ 

基礎資料 P14 より 

 

 

 

図８ 年齢別・性別のがん患者数 

全年代の３５％ 



 
若いころにがんになる人は 

男性と女性とどちらが多いの？ 

 

女性は男性に比べ、若くてもがんになる人が多いです。 

これは子宮頚がんや乳がんなどの 

       女性特有のがんになる人が若い世代に増えているから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立がん研究センターがん情報サービスがん統計 

 

 

図５ 年齢別の新たにがんと診断された人数（男女別） 

20歳代 

女性＞男性 

およそ1.5倍 

３0歳代 

女性＞男性 

およそ２．４倍 

４0歳代 

女性＞男性 

およそ２．5倍 

男性 

女性 


